
令和 2年 4月 8日 

 

学生の皆さんへ 

 

岐阜大学教育推進・学生支援機構 

 

 岐阜大学では、昨今の新型コロナウイルス感染症を取り巻く環境の変化を受け、令和 2 年

5 月 20 日（水）までの授業について、急遽、これまでの予定を変更し、以下の通り実施す

ることとしました。 

 

１．授業は原則として、学習支援システム(AIMS-Gifu)などのICT環境を活用したe-Learning

教育を中心とし、対面による授業は令和 2年 5月 20 日（水）まで実施しません。学習支

援システム(AIMS-Gifu)や電子メール等により、所属学部・研究科や授業担当教員から学

習指示があった場合は、それに従ってください。 

 

２．ただし、実験や実習などについては、1 教室に滞在する人数（教員等を含む）が教室の

収容定員に対して 60%未満になるようにするとともに、以下の「感染防止の考え方」を徹

底するなどの対策を講じたうえで、対面による授業を実施することがあります。 

 

【感染防止の考え方】 

授業中 30分に１回は換気する（窓および反対側扉の両方を 10 分以上） 

概ね 1つおきに着席させる 

マスクを着用する 

休憩時間には手洗いの徹底 

体調が悪いとき（発熱などの風邪症状）には登校しない 

※以下の症状がある時には、保健管理センター及び所属部局の学務係に連絡し、自

宅で安静にしてください。 

 風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が 4日間以上続く場合 

 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合 

 

３．現在、e-Learning 教育の方法など、各学部・研究科等において対応を検討しています。

詳細は、大学公式ホームページや各学部・研究科等のホームぺージ、学習支援システム

(AIMS-Gifu)、学務情報システム（Cam-G）などを通じて、お知らせいたします。 

 

４．以上の方針については、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大の状況などを踏まえ、

変更する場合がありますので、あらかじめご承知おきください。方針を変更する場合は、

大学又は各学部・研究科等のホームページなどでお知らせいたします。 

特に、令和 2 年 5 月 21 日（木）以降の授業の在り方については、新型コロナウイルス

感染症の感染状況などを踏まえ、慎重に検討していきます。 
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2020 年前学期における講義等の実施にかかる方針について（新型コロ

ナウイルス感染症対策）の一部更新について 

 

 

 皆様におかれましては、今般の新型コロナウイルス感染症対策に当たり、多大なるご尽力

をいただき誠にありがとうございます。 

 4 月 6 日から 19 日までの附属病院を除く岐阜大学全館閉鎖等、昨今の新型コロナウイル

ス感染症を取り巻く環境の変化を受け、「2020 年前学期における講義等の実施にかかる方針

について（新型コロナウイルス感染症対策）」の内容を一部更新し、令和 2 年 5月 20 日（水）

までの間の授業の取り扱いについて、別紙１のとおりといたしますので、ご対応いただきま

すようお願いいたします。 

また、新入生や在学生に対しても、別紙２のとおり告知する予定ですので、併せてお知ら

せいたします。 

  

参考（学内周知文書） 



（別紙１） 

 

【授業実施方針】 

 

（１） 令和 2 年度前学期においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防のため、

岐阜大学に通学及び滞在する学生を減少させ、学生及び教職員の感染リスクの低減

につながる方策を実施する。 

（２） 令和 2 年 4 月 1 日（水）から 4 月 19 日（日）までを第 1 期、令和 2 年 4 月 20 日

（月）から 5 月 20 日（水）までを第 2 期、令和 2 年 5 月 21 日（木）以降を第 3 期

とし、以下のとおり、各期の授業を実施する。 

【第 1期（令和 2年 4月 1 日（水）から 4 月 19日（日））】 

① 令和 2年 4月 10 日（金）を授業期間開始日とする。授業期間開始日から各学部・

研究科及び全学共通教育の授業開始日までの間は学生の自宅学習期間（e-

Learning 授業の準備期間等を含む）とし、各教職員においては、e-Learning 教育

の準備や授業を履修する学生への自宅学習の指示に努める。 

【第 2期（令和 2年 4月 20 日（月）から 5月 20日（水））】 

① 原則として、授業は e-Learning 教育（※１）にて行う。 

② 例外として、実習又は実験形式の授業については、以下の措置を全て講じたうえで、

大学での対面実施を行うことができる。また、必要に応じて、クラスを２つに分け

て実施することも検討する。 

A) １教室に滞在する人数（教員等を含む）が教室の収容定員に対して 60%未満で

ある。 

B) 実験機器や備品等を共有する場合は、その消毒を徹底する。 

C) クラスター発生のリスクが高まる「3 つの密」（※２）を避ける。 

D) 「感染防止の考え方」（※３）に沿った対応を遵守する。 

E) 今後、さらに感染が拡大し大学での対面授業が実施できなくなった場合に備

えた対応（開講時期を変更する、長期休業中に実施するなど）を検討する。 

③ 卒業論文、修士論文及び学位論文の作成に係る学生の研究活動については、令和 2

年 4月 6 日付け「岐阜大学全館閉鎖期間中の研究活動等の留意事項について」（※

４）に留意して対応する。 

【第 3期（令和 2年 5月 21 日（木）以降）】 

① 対面実施の有無も含めて、第 3 期の授業の在り方を今後検討する。それを踏まえ

て、改めて、授業対応方針を決定し公表する。 

 

【授業実施に係る留意事項】 

 

（１） 対面実施する授業は例年よりも授業回数が減少することが見込まれるため、補講や

レポート課題等の実施により、岐阜大学学則第 35 条及び岐阜大学大学院学則第 28

条に定める 1 単位あたりの学修時間の確保に努めるものとする。 

（２） 補講・定期試験日は、当初の学年暦のとおり、8 月 3 日(月)～8 月 7 日(金)とする。

定期試験の実施方法については、さらに検討を行うものとする。 

（３） 学生のネットワーク環境に応じて、学内無線 LAN の利用を前提とした大学キャンパ

スの開放やコンピューター室の利用など、必要な支援策を実施するものとする。 

 

 



※１ e-Learning 教育 

ここで言う e-Learning 教育とは、以下の方法を指す。 

① インターネット回線を利用し、遠隔地間を接続し同時かつ双方向で行う授業 

② 予め収録・作成した動画（PowerPoint を用いた音声付きスライドなどを含む。）をアッ

プロードし、学生が自宅等で視聴する授業（AIMS-Gifu やメール連絡などを用い、学生

間の意見交換や学生から質問を受ける機会を必ず確保する。） 

③ 各授業回において、講義資料等のアップロードなど②以外の方法で予め学生に対して

学習内容を示すとともに、その理解度を把握するための課題等を課す授業（AIMS-Gifu

やメール連絡などを用い、学生間の意見交換や学生から質問を受ける機会を必ず確保

する。また、既存の教科書を読ませるのみではなく、教科書の解説や要点の説明などを

授業担当教員自身により学生に示す。） 

e-Learning 教育に係る資料の作成に当たっては、有用な資料や指針を AIMS-Gifu のコース

（https://aims2.gifu-u.ac.jp/course）に「【GUEL】新型コロナウイルス感染症対策関係」

を作成し掲示している。 

 

※２ 3 つの密 

これまで集団感染が確認された場に共通する「①換気の悪い密閉空間、②多数が集まる密集

場所、③間近で会話や発声をする密接場面」という 3 つの条件が同時に重なった場のこと。 

 

※３ 感染防止の考え方 

令和 2年 3月 17 日付け「2020 年前学期における講義等の実施にかかる方針について（新型

コロナウイルス感染症対策）」で示された以下の事項のこと。 

専門家会議が避けるべきとしている環境で授業等を行わないこと 

（１）換気の悪い密閉空間（密閉空間であり換気が悪い） 

・授業中 30 分に１回は換気する（窓および反対側扉の両方を 10分以上） 

（２）多くの人が密集（手の届く距離に多くの人がいる） 

・隣の人との距離を確保させる（食堂等での飲食時も含む） 

・概ね 1 つおきに着席させる 

（３）近距離での会話や発声（近距離での会話や発声がある） 

・マスクを着用する 

・体調が悪いときには登校しない 

・休憩時間には手洗いの徹底 

 

※４ 令和 2年 4月 6日付け「岐阜大学全館閉鎖期間中の研究活動等の留意事項について」

（抜粋） 

 最低限必要な研究以外については，実施の延期や中止も含めて対処する。 

 大学で対応が必要な業務以外は，できる限り自宅で対応する。 

 研究室での業務，研究が必要な学生等及び教職員については，毎日，体温測定，風邪症

状の有無を確認し，異常がある場合には保健管理センターに相談するよう指導する。 

 所属する学生等に対しては，WEB 等を用いて適切な課題を課すなどの対応に努め，大学

での滞在を控えるよう指示する。 

 やむを得ず大学で業務を行う場合は，密閉・密集・密接の「3 つの密」を避ける。 

 学生等及び教職員と面談する場合には，必ずマスク（代用品も含む）を着用する。 

 研究室内等で食事をする場合は，2人以上を避ける。 

 


